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【背景】 無線センシング技術を活用したインフラ設備の状態監視・計測には、センサノードを

電源メンテナンススフリーで運用する技術の確立が重要であり、振動発電などのエネルギーハー

ベスティング技術の活用が期待されている。磁歪式振動発電は、構成が堅牢で、過酷な条件下で

も使用でき、電力設備向けの振動発電技術として期待できる技術である。今回我々は、最新型の

磁歪式振動発電素子[1]の基礎性能を確認し、これを用いて、実際の電力設備の小さな振動から無

線センサノードを駆動できうる出力の発電が可能な振動発電モジュールを試作した。 

【主な成果】 電力設備の振動から直流(DC) 3.3 V の電圧と無線センシングに必要な電力が得ら

れること、簡便に設置できること等を考慮して、振動発電モジュールの設計と試作を行った。試

作機の構成を Fig. 1 に示す。試作機は、外形寸法 45×90×25 mm、重量 約 66 g の大きさで、100 Hz, 

0.6 m/s2 の僅かな振動からも 3 V を超える電圧を発生し、100 Hz, 9.8 m/s2 の振動条件においては最

大で DC 4.50 mW の電力を得ることが出来る。作製した振動発電モジュールを実際に稼働してい

る変圧器筐体に取り付け、変圧器の振動から得られる電力によって温湿度無線センサモジュール

を駆動できるか実証試験を行ったところ(Fig. 2)、10 秒毎に温湿度データを測定し、得られたデー

タの無線送信を安定的に行えることが確認できた。 
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Fig.1 Configuration of the prototype vibration 
energy harvester (VEH) module. 

Fig.2 Demonstration test using vibration  
of transformer. 
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